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1 はじめに
ユビキタスコンピューティング技術の発達により，ユーザ
の携帯するデバイスや実世界の空間に配置されたさまざま
なセンサーを通してユーザの多様な状況が取得できるように
なってきている．ユビキタスコンピューティングが対象とす
る実世界のオープンな環境においては，ユーザをとりまく状
況は多岐にわたる．例えば，ある街への来訪者を考えてみよ
う．来訪者の状況は時間，場所，天気などの時空間的，物理
的な要因から目的，動機，感情といったより高次の要因にい
たるまで多岐にわたる．来街者に応じてコンテキストアウェ
アなサービスを提供するには，ユーザをとりまく多様なコン
テキストを適切に把握することが重要となる．本論文では，
来街者への適応的なサービス提供と目的とし，センサーから
取得したユーザ情報を用いて来街者の内的要因を含む心的コ
ンテキストを推定する手法を提案する．提案手法の適用とし
て，地域経済の活性化を実現するための IT基盤の構築とサー
ビス実現への取り組みである「ぷらっと Plat@自由が丘」に
おける実験結果について述べる．

2 心的コンテキスト推定
2.1 心的コンテキスト
ユーザをとりまく状況，コンテキスト [1]，を把握すること
は，ユーザの現在の行動，興味，要求に適応するのに重要で
ある [2]．特に，ユビキタスコンピューティングにおいては，
空間に遍在しているセンサーからの情報に基づき，ユーザの
コンテキストとして行動や位置を推定する研究が多く行われ
ている [3, 4, 5]．また，センサー情報を用いて年齢，性別，職
業といったユーザの属性や興味を推定する研究も近年では行
われている [6]．しかし，我々が対象とする来街者を考える
と，コンテキストはユーザに固有の属性や場所に限らず，そ
の他の時間，天気，同伴者といった時空間的，物理的な要因か
ら目的，動機，感情といったより高次の要因にいたるまで多
岐にわたる．本論文では，特に来街者の来訪目的，来訪理由，
そして来訪時の感情に着目し，それらを来街者の心的コンテ
キストと定義する．従来の物理的要因に起因するコンテキス
トに加えて，これらの高次の心的コンテキストを把握するこ
とは，“街”といったユーザの多種多様なコンテキストが存在
しうるオープンな環境においてユーザに応じた適切なサービ
スを提供するのに重要となる．
以下に本論文で扱う 3つの心的コンテキストを示す．
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• 目的: 自分のため /他人のため /無目的
• きっかけ: 自分で選んで /他人に連れられて
• 気分: 楽しい /リラックス /普通 /悲しい /イライラ

目的は，来街者の来訪目的を表すもので，自分のために明確
な目的があって来訪したか，だれか他の人のために来訪し
たか，もしくは特に来訪の目的はない，の 3 状態からなる．
きっかけは，来訪の理由を表すもので，自ら進んで能動的に
来訪したか，他人に連れられて受動的に来訪したか，2 状態
からなる．気分は，来訪時のユーザの感情を表すもので，感
情の 2次元モデル [7]に基づき，楽しい，リラックス，普通，
悲しい，イライラ，5 状態からなる．以下では，これらの心
的コンテキストの推定に用いる属性情報について述べる．
2.2 心的コンテキスト推定に用いる属性
ユーザの心的コンテキストを推定するために，「ぷらっと

Plat@自由が丘」において収集された「タウンログ」と呼ばれ
るユーザや街の情報を属性として用いる．タウンログは，来
街者や事業者の日常的な行動や街の姿などを捉えるために，
来街者の行動ログや “街” に関する情報など蓄積したもので
ある．タウンログは，主に店舗に設置されたセンサポストの
情報を含む．センサポストは，ICカードリーダ，無線 LAN，
マイク，および，焦電センサを装備しており，PCを内蔵して
いる．センサポストで収集されたデータは，携帯電話を用い
たデータ通信により随時サーバに送信される．センサポスト
に対して，ユーザは，自身の興味関心を ICカードをリーダに
タッチすることで入力することができる．また，ユーザの情
報は，ユーザの携帯端末に搭載されたセンサからも収集され
タウンログに蓄積される．
本論文では，ユーザが滞在していた店舗における以下のタ
ウンログ内の情報を属性として用いて，滞在時の心的コンテ
キストを推定する．

• ノイズ: 店舗の雑音の度合い
• 盛り上がり: 店舗の混雑度合い
• センサカウント: 店舗への立寄り度合い
• 店舗: 店舗の種類
• 天気: 街の天気
• 気温: 街の気温
• 日時: 店舗を訪れた日時

上記の動的なタウンログ内の情報に加えて，性別,年代,結婚
といったユーザのプロフィール情報も属性として心的コンテ
キストの推定に用いる．
2.3 心的コンテキストの学習と利用
本論文では，教師あり学習を用いてユーザのプロフィール
およびタウンログ内の情報から心的コンテキストを学習す
る．学習に用いる正解データを取得するために，「ぷらっと
Plat@自由が丘」において各ユーザに提供されたサイト内に
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図 1: ライフログにおける心的コンテキストの提示インタフェース．

図 1 に示すウェブインタフェースを設置した．ユーザはサ
イトにログインすると，自身の行動記録を整理されたライフ
ログの形で確認することができる．ライフログはタウンログ
内のユーザの行動情報に基づき自動的生成されるブログであ
る．例えば，店舗でのユーザによる ICカードのタッチ情報や
駅の改札通過情報，また店舗への立寄りなどのタウンログに
蓄積された情報などに基づき，ブログのテンプレートが自動
的に生成され，ユーザに提供される．ユーザは生成されたテ
ンプレートの中でブログとして発信したいものを自由に編集
し，訪れた店舗での体験や感想をブログとして容易に発信で
きる．図 1のウェブインタフェースはユーザがライフログを
編集する際に提示され，心的コンテキストの各項目について
ユーザは訪れた店における実際の心的コンテキストをチェッ
クボックスにより選択する．図 1では目的として「他人のた
め」，きっかけとして「自分で選んで」，気分として「リラッ
クス」がそれぞれユーザの心的コンテキストとして選択され
ている．ユーザが選択した心的コンテキストはユーザのプロ
フィールおよびタウンログ内の情報と合わせて正解データと
して蓄積され学習モデルを構築に用いられる．学習が行われ
る以前の段階においては，心的コンテキストの各項目は，そ
の時点においてすべてのユーザにもっとも多く選択されてい
るものがデフォルト値として設定される．学習後は，推定さ
れた心的コンテキストの各項目が値として設定され，継続的
に正解データ蓄積との学習モデルの更新を行う．

3 実験
3.1 方法
心的コンテキスト推定の精度を検証するため，「ぷらっと

Plat@自由が丘」において提案手法を適用し，収集されたタウ
ンログ内の情報から来街者の心的コンテキストの推定をおこ
なった．実験は平成 21年 1月 26日から 2月 8日の間に 683
名のユーザが参加し行われた．また，自由が丘内の 52 の協
力店舗が実験に参加した．
実験参加ユーザは，まず自身の IC乗車券を用いてモニター
登録を行う．自由が丘内の協力店舗を回遊し，ICカードタッ

表 1: ユーザが選択した目的の内訳.

自分のため 他人のため 無目的
543 98 317

表 2: ユーザが選択したきっかけの内訳.

自分で選んで 他人に連れられて
903 55

表 3: ユーザが選択した気分の内訳.

楽しい リラックス 普通 悲しい イライラ
486 218 239 11 4

チにより行動の足跡を残す．各ユーザの行動は携帯デバイス
や店舗に設置されたセンサポストを通しても収集され，タウ
ンログに蓄積される．ユーザは帰宅後，ライフログにより自
身の行動を確認し，ブログを生成する．ブログを生成する際
に，図 1に示すウェブインタフェースを用いてユーザは自身
の心的コンテキストを選択する．ユーザによって心的コンテ
キストが選択されたこれらブログを，実験期間中の各日ごと
に正解データとして取得し，学習モデルを構築し心的コンテ
キストの推定を行った．学習には RBF をカーネルとしたサ
ポートベクタマシーン (SVM) [8]を用い，交差検定により心
的コンテキストの推定精度を評価した．最終的には，計 958
のブログ記事が正解データと取得された．
3.2 結果と考察
実験期間中にユーザが選択した心的コンテキストの各項目
の内訳を表 1, 2, 3に示す．
ユーザの来街目的のほぼ半数が「自分のため」であるが，特
に来街目的がなく訪れたユーザも多くいる．一方，「他人のた
め」に訪れたユーザは少数であった．ユーザの来街のきっか
けのほとんどは「自分で選んで」能動的に訪れている．ユー
ザの気分は「楽しい」がほぼ半数を占め，続いて「リラック
ス」や「普通」の気分であった．一方，「悲しい」や「イラ
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図 2: ユーザが選択した目的の遷移.

図 3: ユーザが選択したきっかけの遷移.

図 4: ユーザが選択した気分の遷移.

イラ」といった気分のユーザはごく少数であった．図 2, 3, 4
に，実験期間中にユーザが選択した心的コンテキストの各項
目の遷移を示す．
目的，きっかけ，気分の心的コンテキストの各項目につい
て実験期間中の推定精度の推移を図 5, 6, 7に示す．提案手法
の推定結果に加えて，コンテキスト推定のベースラインとし
て，従来のコンテキスト推定で用いられている位置情報（店
舗属性）を用いた推定結果（ベースライン 1）および心的コン
テキストの各項目においてもっとも支配的な値（目的は「自
分のため」，きっかけは「自分で選んで」，気分は「楽しい」）
を用いた推定結果（ベースライン 2）を図中では合わせて示
している．

図 5: 目的の推定精度の遷移.

図 6: きっかけの推定精度の遷移.

図 7: 気分の推定精度の遷移.

心的コンテキストの内，きっかけは正解データの多くがあ
る値（「自分で選んで」）に偏っていたため精度はベースライ
ンにおいても非常に高い．一方，目的や感情については提案
手法の推定精度がベースラインを特に上回っている．
特に実験期間を通して正解データが蓄積されるにつれ，心
的コンテキストのすべての項目について，提案手法を用いた
推定精度はベースラインよりも向上を示している．実験の前
半時点（1月 30日）と比較して，終了時点（2月 8日）では，
心的コンテキストのすべての項目の推定精度は 1～2% 程度
向上し，ベースラインと比較して最大で 3.4% 推定精度が向
上した (表 4)．
具体的に，どのような属性が心的コンテキストの推定に有
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表 4: 心的コンテキストの推定精度.

手法 目的 きっかけ 気分
提案手法 (1月 30日) 57.82% 93.08% 50.41%

(2月 8日) 58.76% 94.25% 52.29%
ベースライン 1 (1月 30日) 54.69% 93.08% 50.24%

(2月 8日) 58.03% 94.25% 51.35%
ベースライン 2 (1月 30日) 54.53% 93.08% 48.92%

(2月 8日) 56.68% 94.25% 50.73%

表 5: 心的コンテキスト推定の各項目に有効な属性.

心的コンテキスト 属性
目的 店舗，年齢，日時，盛り上がり，センサカウント

きっかけ 性別，年齢，結婚，ノイズ，店舗
気分 結婚，日時，性別，センサカウント，気温

効かを調べるために，属性選択 [9] をおこなった．その結果
を表 5に示す．
きっかけは性別や年齢といったユーザプロフィールからの
属性が推定に有効であることがわかった．一方で，目的には
店舗や盛り上がり，気分には日時やセンサカウントといった
環境情報からの属性がプロフィール属性に加えて推定に効い
ていることがわかった．心的コンテキストの推定には推定す
るコンテキストに応じて，ユーザの静的な属性と行動や環境
からの動的な属性の両面を考慮して属性を生成をすることが
重要であるといえる．

4 おわりに
本論文では，来街者への適応的なサービス提供と目的とし，
センサーから取得したユーザ情報を用いて来街者の内的要因
を含む心的コンテキストを推定する手法を提案した．ユーザ
の来街時の体験からブログを生成するライフログシステムに
提案手法を適用し，実験を通して従来の手法と比較した推定
精度の向上を確認した．また，ユーザ情報が蓄積されるに伴
い心的コンテキストの推定精度向上を確認した．
今後は，推定された心的コンテキストを利用したサービス
を構築するとともに，推定の精度向上を図るために実世界情
報のみならずユーザのウェブ上での行動情報を含め属性を設
計する．また，心的コンテキストモデルの拡張と検証を行う
予定である．
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